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 Discussion of Changes after Completion




























































































































































































































































































































































































































































































なったものを選択し、特に心掛けている内容について具体的な記述をするよう求めた。( 複数回答 ) 
各チェックポイントの割合は以下の通りであった。


























































































































　コンコーネ練習曲 50 番 ( 抜粋 )』より 1 曲を暗譜独唱し、後期は児童の保育及び教育の現場で取り上げら
　れる歌を中心に①課題曲試験；課題 12 曲より当日指定の 2 曲を暗譜独唱②自由曲試験；任意の子供の歌 1
　曲を暗譜独唱の 2 回に分けた試験を執り行う。
3 マルカート marcato（伊）一音一音強調してはっきりと奏する音楽用語。
　レガート legato（伊）音と音の間をつなげて途切れさせずに滑らかに奏する音楽用語
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4 第１１回　日本小児耳鼻咽喉科学会　シンポジウム１（平成２８年６月３０日、７月１日）学校保健にお
　ける耳鼻咽喉科医の役割り『児童生徒と教員の音声障害の検討』宇高二良、高原由衣、佐藤公美、島田亜
　紀　著
5 公益財団法人福島県労働保健センター「産業医学・産業保健に関する調査研究に対する助成制度」による
　研究結果報告（平成２３年度）『学校教師の音声障害の現状と声の健康管理』谷亜希子、多田靖宏、岡野渉、
　菅野和広、荒川愛子、小針香奈、大森孝一
